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1. はじめに 

 近年情報サービスの増大に伴い，複数サービスの情報を

組み合わせ新しいサービスを構築するマッシュアップが行

われるようになった。例えば自分に関係のある複数サイトの

情報を 1 つのサイトで閲覧できるポータルサイトなどが公開

されている。認証を必要としないサービスから公開情報を

取得することは容易であるが，要認証サービスから利用者

に関するプライバシー情報などを取得する場合は認証処

理が問題となる。 

利用者の認証処理の煩雑さを軽減するために，一度の

認証で複数のサービスを利用可能にする SSO（Single 

Sign-On）が研究開発されており，異なる組織間においても

SAML[1]，Shibboleth[2]などの分散 SSO が提案および実

装されている。共通の認証基盤を用いることで，要認証

サービスからの情報取得やサービスの相互提供も可能とな

る。そこで，要認証サービスからの情報を取得する具体的

な方法が求められている。 

我々はサービス連携のための組織間認証連携について

の研究を行ってきた[3][4]。我々はマッシュアップサービス

としてポータルサイトを想定しており，本稿では我々が検討

している分散 SSO の仕組みを利用した異なる組織間の

サービスをマッシュアップする仕組みや試作システムにつ

いて述べる。 

 

2. マッシュアップに関する考察 

青柳ら[5]は要認証サイトから情報を取得する方法と

して，利用者がマッシュアップサイトを仲介し認証処理

を行うことで，マッシュアップサービスが要認証サービス

から利用者の情報を取得する方法を検討している。前

提として，マッシュアップサイトは信頼できる組織が運

営し利用者情報を不正に扱うことはない。彼女らの手

法では認証処理を行うためにページを複数回リダイレ

クトする必要がある。我々は，利用者がマッシュアップ

サービスに ID・パスワードなどの利用者情報を渡すこと

で，マッシュアップサービスが自動的に認証処理を行

い，要認証サービスから情報を取得する方法を検討し

ている。我々の手法は実装が簡単であり，ページのリダ

イレクトが必要ではないため，利用者にとってより利便

性の高い方法といえる。我々が検討しているマッシュ

アップサービスの概念図を図 1に示す。 

 

図 1 マッシュアップサービスの仕組み 

 
3. 試作システムおよび評価 

試作システムではShibboleth認証を必要とする複数サー

ビスから情報を取得し，１つの画面に表示するサイトを構築

した。利用者はサービス利用開始時に自分の Shibboleth 

ID とパスワードをマッシュアップサイトの入力フォームに入

力する。マッシュアップサービスは HTTPユーザエージェン

トインスタンスを作成し要認証サービスで認証を行い，ペー

ジの情報を取得し，利用者にマッシュアップサービスを提

供することができた。試作システムの環境を表 1に示す。 

表 1 試作環境 

 

試作システムにおけるマッシュアップページを表示する

までの処理速度は平均して 3秒程度であり，実用化のため

には処理時間の短縮が必要である。また，Ruby で作成し

たHTTPユーザエージェントは JavaScriptを処理できないと

いう問題も発生した。これら問題は JavaScriptでHTTPユー

ザエージェントを作成することによって改善が可能なので

はと考えている。 

 
4. まとめ 

本稿では我々が検討している要認証サービスのマッ

シュアップ機構について述べた。今後の計画として九州大

学と同じ認証基盤の Shibboleth IdP 構築し，九州大学用の

Google Appsを Shibboleth認証対応とする。iTunes U，You 

Tube，SNS，就職活動サイトなどの要認証サービスの情報

を取得できる Google ガジェットを作成し，九州大学用の

ポータルを構築する。研究成果や開発システムの公開と，

具体的なマッシュアップサービスを実現していきたい。 
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